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市議会だより 平成 24 年２月１日

会例定会議月12
平成23年第５回議会定例会が、12月７日から12月22日まで

の16日間の日程で開かれ、平成23年度補正予算を初め、市長

提出議案15件、議員提出議案2件が審議され、いずれも原案

のとおり可決されました。

一般質問では11名の議員が市政全般にわたって、市長の考

えをただしました。

12
月
７
日

13
日

14
日

15
日

16
日

19
日

22
日

平成23年

12月（第５回）定例会日程

【
12
月
定
例
会
】

●
市
長
提
出
議
案

・
報
告
議
案
１
件

・
承
認
議
案
１
件

・
条
例
議
案
６
件

・
予
算
議
案
７
件

い
ず
れ
も
承
認
・
原
案

郷田放課後児童クラブ予定場所を現地調査

≪承認≫一般会計補正予算（第６号）～専決処分報告～

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
議
員
提
出
議
案

〔
意
見
〕

・
地
方
に
お
け
る
社
会
資

本
整
備
の
促
進
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て

・
３
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
及

び
定
期
予
防
接
種
の
制

度
確
立
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

２
件
の
意
見
書
を
国
へ
提

出
し
ま
し
た
。

457 万 1,000 円増 内容
子ども手当制度改正に伴うシステム改修費な
ど。補正後予算総額

164 億 2,627 万 4 千円
（参考）昨年度同月予算総額

　　　　155 億 7,904 万 7 千円

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

　
　
　

（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

本
会
議
（
請
願
陳
情
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
）

　
　
　

（
一
般
質
問
）

本
会
議
（
一
般
質
問
）

委
員
会
（
総
務
文
教
委
員
会)

委
員
会
（
建
設
厚
生
委
員
会
）

委
員
会
（
予
算
委
員
会
）

本
会
議
（
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

　
　
　

（
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

≪原案可決≫一般会計補正予算（第７号）

1 億 7,178 万 9 千円増 内容
基本的には決算見込みを算定し、所要の補正を
行ったもの。このほかにも早急に予算措置が必
要な事項として、予防接種、風の国体質強化、
新江川橋長寿命化や新年度でのスタートに向け
て特別支援学級・幼稚園・放課後児童クラブの
改修などについての補正が行われた。

補正後予算総額
165 億 9,806 万 3 千円

（参考）昨年度同月予算総額
　　　158 億 2,865 万 8 千円

≪原案可決≫特別会計補正予算（５会計）

3,551 万 2 千円増
内容

国民健康保険事業は療養給付費の増によるも

の。国民健康保険診療所事業は看護師賃金の減
によるもの。公共下水道事業は水道施設受託事

業の増によるもの。簡易水道事業は消費税の増
によるもの。農業集落排水事業は消費税、支障
移転補償工事費の増によるもの。水道事業は今
年度予定している事業が確定したことから、収
益的収支について営業費用の減額、資本的収支
について財源の組替をするもの。

補正後予算総額
53 億 9,862 万 1 千円

（参考）昨年度同月予算総額
　　　51 億 3,764 万 8 千円

議会の動き・予算審議 ２



市議会だより平成 24 年２月１日

～平成23年度12月補正予算（第７号）の主要事業～

事　業　名 予　算　額 事　業　の　概　要

橋 梁 長 寿

命 化 事 業
3,489万円

新江川橋における本市管理部分の桁にある既設高力ボルトの腐食調査を

行ったところ、95.8％の交換が必要となったため、その高力ボルトの材

料費・設置費及び塗装での素地調整を行うもの。

企 業 参 入 ・

連携支援事業
833万4千円

対象は農業に参入した企業で、新たに施設や設備を導入し営農規模拡大

を図る者に対して、県予算により事業費の１／３を補助するもの。

幼 稚 園 費 650万円

平成24年度の幼稚園統合に併せ、老朽化した施設の改修を行うもの。

主な内容は、江津幼稚園の園児トイレ・遊戯室の床・園庭・外倉庫・遊

具倉庫・前テラス天井塗装の改修等。

風 の 国 施 設

維持管理事業
640万2千円

平成13年度に導入した予約・顧客管理システムを更新することにより、

予約時の時間短縮によるサービス向上と人件費抑制、効率的な顧客管理

によるリピーターの獲得、様々な売上分析資料による営業への効率的活

用、手書き受付の廃止によるトラブルの防止等を図るもの。

特 別 支 援

学 級 運 営 費
595万1千円

平成24年度に新設される郷田小学校、渡津小学校の特別支援学級の教室

の改修と教材備品などの購入、及び高角小学校のトイレ便器取替え、階

段手すり設置するもの。

中 心 市 街 地

整 備 事 業
350万円

江津駅前公共公益施設ゾーンを一体的に整備する県道江津港線（あけぼ

の通り）のあり方について市民参加によるワークショップの開催や、ア

ドバイザーによる検討会議を踏まえながら、地域の活性化に繋がる道路

整備の方針を決定するもの。

予
算
委
員
会
審
査
内
容

□問
　

企
業
参
入
・
連
携
支

援
事
業
に
つ
い
て
、
対
象

は
火
災
の
あ
っ
た
養
豚
舎

の
再
建
で
あ
る
よ
う
だ

が
、
火
災
報
知
器
等
の
整

備
状
況
は
。

■答
　

当
面
は
、
今
回
改
修

さ
れ
る
豚
舎
に
火
災
が
起

き
な
い
よ
う
に
、
屋
根
に

つ
い
て
は
二
重
の
ガ
ル
バ

リ
ュ
ー
ム
鋼
板
と
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
を
設
置
し
、
他

の
豚
舎
に
つ
い
て
は
今
後

検
討
す
る
と
の
こ
と
。

□問
　

風
の
国
施
設
修
繕
管

理
費
用
に
つ
い
て
、
100
％

一
般
財
源
か
ら
の
繰
り
出

し
は
疑
問
。
説
明
を
。

■答
　

こ
の
事
業
は
過
疎
債

の
対
象
と
な
ら
な
い
た

め
、
当
然
一
般
財
源
、
基

金
で
の
繰
り
入
れ
と
な

る
。
今
回
は
一
般
財
源
を

補
充
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

□問
　

幼
稚
園
費
に
関
連
し
て
、

職
員
の
配
置
体
制
は
。

■答
　

２
園
が
一
つ
に
な
る
と
、

園
長
先
生
は
１
名
と
な
る
。

 

現
在
の
正
規
職
員
の
先
生
方

の
人
数
で
十
分
と
考
え
る
。

□問
　

県
道
江
津
港
線
（
あ
け
ぼ

の
通
り
）
の
道
路
整
備
方
針
の

策
定
時
期
は
。

■答
　

県
と
協
議
を
進
め
る
中

で
、
駅
前
の
再
生
整
備
と
一
体

的
に
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
今
年
度
中
に
方
向
性
を
出

し
て
行
き
た
い
。
た
だ
、
整
備

計
画
の
中
身
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
来
年
度
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

に
ぎ
わ
っ
た
江
津
駅
前
手
つ
な
ぎ
市

３ 予算審議



市議会だより 平成 24 年２月１日

委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
、
議
案
４
件
に
つ
い
て

審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
た
。

◆
議
会
の
議
員
そ
の
他
非

常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

障
害
者
自
立
支
援
法
が

改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

「
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
関
す
る
条
例
」、「
江

津
市
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
」
及
び
「
江

津
市
福
祉
医
療
費
助
成
条

例
」
に
つ
い
て
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
。

総
務
文
教
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

審
査
内
容

審
査
内
容

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

審
査
内
容

審
査
内
容

常
任
委
員
会

審
査
内
容

◆
江
津
市
奨
学
基
金
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

　

駅
前
再
開
発
に
伴
い
実

施
し
た
地
籍
調
査
に
よ

り
、
江
津
市
奨
学
基
金
で

管
理
し
て
い
る
土
地
５
筆

に
つ
い
て
土
地
表
示
に
か

か
わ
る
所
在
地
と
地
積
の

訂
正
が
あ
っ
た
た
め
、
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　

旧
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
デ

パ
ー
ト
モ
ア
の
敷
地
内
に

筆
界
未
定
が
あ
る
が
今
後

売
買
に
支
障
は
な
い
か
。

■答
　

地
籍
調
査
の
段
階
で

は
境
界
が
未
確
定
で
あ
っ

た
が
、
今
は
名
義
が
江
津

市
に
な
っ
て
お
り
売
買
に

つ
い
て
も
対
応
で
き
る
。

□問
　

市
有
地
の
評
価
に
つ

い
て
は
。

■答
　

市
有
地
の
場
合
は
隣

接
地
の
評
価
を
基
に
し
て

数
値
を
出
す
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

◆
江
津
市
立
小
学
校
等
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

　

少
子
化
と
母
親
の
就
労

率
の
上
昇
に
伴
い
幼
稚
園

の
園
児
数
が
減
少
し
て
い

る
中
、
平
成
24
年
度
か
ら

津
宮
幼
稚
園
を
江
津
幼
稚

園
に
統
合
す
る
た
め
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　

条
例
に
「
必
要
な
時

は
分
室
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
残
っ
て
い
る

が
問
題
で
は
。

■答
　

社
会
情
勢
の
変
化
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
分
室

の
項
目
を
残
し
た
。

◆
江
津
市
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

＝
内
容
＝

　

平
成
24
年
度
か
ら
公
設

民
営
に
移
行
す
る
「
渡
津

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」
及

び
新
た
に
設
置
予
定
の

「
郷
田
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
」
を
追
加
す
る
た
め
所

要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　

郷
田
、
渡
津
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
組
織

の
内
容
は
。

■答
　

郷
田
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
教
育

委
員
会
を
含
め
、
保
護
者

会
を
中
心
に
小
学
校
、
公

民
館
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
保
護
者
、

児
童
民
生
委
員
に
よ
り
運

営
協
議
会
組
織
の
設
立
に

向
け
て
進
め
て
い
る
。

　

渡
津
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
も
保
護
者
会

を
中
心
に
運
営
協
議
会
設

立
に
向
け
て
進
め
て
い

る
。□問

　

現
在
、
公
設
公
営
で

運
営
さ
れ
て
い
る
３
つ
に

つ
い
て
今
後
の
方
針
は
。

■答
　

公
設
民
営
に
向
け
て

３
つ
の
ク
ラ
ブ
と
も
話
合

い
を
行
い
、
運
営
を
し
て

頂
け
る
民
設
の
団
体
を
探

し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
で
き
れ
ば
３
つ
の

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
一

つ
の
団
体
に
お
願
い
し
た

い
。

老朽箇所を改修する江津幼稚園を視察

餅つき大会（津宮幼稚園）

地籍調査の行われた旧モア

委員会審査内容 ４
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建
設
厚
生
委
員
会

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
２
件
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。

◆
江
津
市
都
市
再
生
住
宅

管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

＝
内
容
＝

東
高
浜
密
集
市
街
地
整

備
事
業
の
実
施
に
伴
い
、

整
備
さ
れ
る
都
市
再
生
住

宅
の
設
置
及
び
管
理
に
つ

い
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
。

◆
江
津
市
公
共
下
水
道
使

用
料
条
例
及
び
江
津
市
生

活
排
水
処
理
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

＝
内
容
＝

現
在
、
桜
江
地
域
で
設

定
さ
れ
て
い
る
人
頭
制
に

よ
る
生
活
排
水
処
理
施
設

使
用
料
の
料
金
体
系
を
、

平
成
24
年
度
以
降
に
江
津

地
区
の
公
共
下
水
道
で
設

定
さ
れ
て
い
る
水
道
使
用

量
を
算
出
根
拠
と
す
る
累

進
従
量
制
に
移
行
し
、
統

一
す
る
も
の
。

【
委
員
質
問
】

□問
　

桜
江
町
で
の
説
明
会

の
内
容
は
。

■答
　

合
併
協
議
会
で
の
調

整
事
項
の
一
つ
で
あ
っ
た

料
金
統
一
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

□問
　

江
津
市
の
下
水
道
事

業
の
負
債
を
桜
江
町
に
押

し
つ
け
る
こ
と
に
な
る
の

で
は
。

■答
　

桜
江
地
区
に
あ
る
施

設
の
維
持
管
理
費
は
、
江

津
地
区
の
施
設
よ
り
は
る

か
に
高
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
一
般
財
源
や
基
金
を

取
り
崩
し
費
用
に
充
て
て

い
る
。

　

陳
情
６
件
に
つ
い
て

は
、
採
択
１
件
、
継
続
審

査
５
件
と
な
り
、
採
択
さ

れ
た
１
件
に
つ
い
て
は
国

へ
意
見
書
を
提
出
し
た
。

◆
３
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

定
期
予
防
接
種
の
制
度
確

立
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

【
賛
成
討
論
】

福
原
　

23
年
度
で
国
の
助

成
事
業
が
終
了
と
な
る

が
、
継
続
し
て
実
施
し
て

こ
そ
効
果
が
上
が
る
も
の

と
考
え
る
。

多
田
　

予
防
接
種
は
、
子

ど
も
の
命
を
守
る
た
め
に

も
、
低
所
得
者
に
対
す
る

施
策
と
し
て
も
必
要
。

桜江地区下水道処理施設

陳
　

情

建設中の東高浜団地イメージ図

陳情第７号　消費税によらない最低保障年金制度の創設を求め

る意見書の提出について　　　　　　　　　

陳情第８号　年金受給資格期間の10年への短縮を求める意見書

の提出について

陳情第９号　無年金・低年金者への基礎年金国庫負担分3.3万

円の支給を求める意見書の提出について

陳情第10号　国民への負担増をあらたに強いる「社会保障と税

一体改革成案」に反対し、社会保障の充実・改善

を求める意見書の提出について

陳情第11号　0.4％の年金引き下げをもとに戻すとともに、物

価指数による年金引き下げを行わないことを求め

る意見書の提出について　

継続審査となった陳情５件

５ 委員会審査内容



市議会だより 平成 24 年２月１日

議 案 等 の 議 決 結 果

議案番号 件　　名 議決結果

多
田
伸
治

横
田
省
吾

藤
間
義
明

山
根
兼
三
郎

森
脇
悦
朗

島
田
修
二

茅
島
　

昇

石
橋
孝
義

盆
子
原
民
生

河
野
正
行

藤
田
　

厚

田
中
直
文

山
本
　

誉

永
岡
静
馬

福
原
昭
平

土
井
正
人

承認第７号 専決処分報告について 12月7日 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

意見書第５号 地方における社会資本整備の促進を求める意見書の提出について 〃 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第65号 江津市都市再生住宅管理条例の制定について 12月 22 日 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

議案第66号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関
する条例等の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

議案第67号
江津市公共下水道使用料条例及び江津市生活排水処理
施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条
例制定について

〃 〃 ● ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

議案第68号 江津市奨学基金条例の一部を改正する条例制定につい
て 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

議案第69号 江津市立小学校等設置条例の一部を改正する条例制定
について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

議案第70号 江津市放課後児童クラブ設置条例の一部を改正する条
例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

議案第71号 平成２３年度島根県江津市一般会計補正予算（第７
号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

議案第72号 平成２３年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第２号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

議案第73号 平成２３年度島根県江津市国民健康保険診療所事業特
別会計補正予算（第２号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

議案第74号 平成２３年度島根県江津市公共下水道事業特別会計補
正予算（第２号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

議案第75号 平成２３年度島根県江津市簡易水道事業特別会計補正
予算（第２号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

議案第76号 平成２３年度島根県江津市農業集落排水事業特別会計
補正予算（第２号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

議案第77号 平成２３年度島根県江津市水道事業会計補正予算（第
２号）を定めることについて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

陳情第６号 ３種ワクチン接種、定期予防接種の制度確立を求める
意見書の提出について 〃 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

意見第６号 ３種ワクチン接種及び定期予防接種の制度確立を求め
る意見書の提出について 〃 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

○ 賛成　　● 反対　　△ 欠席　　斥 除斥

反　　対　　討　　論

多田　合併協議で料金制度は統一するとされた

が、桜江町住民から「合併して良いことは一つ

もない」と言われる中で負担が増えれば、「サー

ビスは高い方に、負担は軽い方に合わせる」と

いう合併のスローガンや桜江町住民の意思と大

きくかけ離れる。節水で負担は軽くなると言う

が、桜江の簡易水道料金は従量制で、もともと

無駄遣いはしていない。説明会の参加者はわず

かで、地域住民の賛否を問うてもいない。所得

の下がっている市民への負担増に反対する。

島田　料金統一は、合併協議会における新市で

の調整事項であり、合併後の地域審議会のなか

でも下水道料金を統一することを説明されてい

る。また、公共下水道、農業集落排水処理施設

等は、生活排水処理という同じ目的の行政サー

ビスであり、負担の公平性を図るため、同じ料

金体系にするもので、地元説明会等においても

住民の総意は図られているという執行部の説明

もあり賛成する。

賛　　成　　討　　論

議案第67号　江津市公共下水道使用料条例及び江津市生活排水処理施設の設置及び管理に関する
　　　　　　条例の一部を改正する条例制定について

議決結果・討論 ６



市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

市
民
の
声
を
行
政
に
問
う

※
原
稿
は
質
問
し

た
議
員
自
身
が
要

旨
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

市議会だより平成 24 年２月１日

□問
　

県
内
初
の
モ
デ
ル
事

業
「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」

は
本
年
度
で
終
了
す
る
。

情
操
・
道
徳
教
育
、
子
育

て
面
で
成
果
を
あ
げ
て
い

る
。
江
津
バ
ー
ジ
ョ
ン
の

事
業
継
続
を
。

■答
　

２
校
の
小
学
校
で
３

年
間
実
施
し
、
児
童
は
基

本
的
な
マ
ナ
ー
を
身
に
つ

け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
育
み
、
学
力
向
上

に
つ
な
が
っ
た
。

　

ま
た
、
お
母
さ
ん
方
は

子
育
て
に
充
実
感
、
育
児

の
悩
み
の
解
消
に
も
つ
な

が
っ
た
。課
題
も
あ
る
が
、

来
年
度
も
取
り
組
み
、
市

内
全
小
学
校
へ
拡
げ
た

い
。□問

　

本
市
の
赤
ち
ゃ
ん
事

業
を
参
考
に
県
内
の
自
治

体
に
拡
が
っ
た
。
指
導
の

高
塚
先
生
は
多
忙
だ
。
市

内
全
小
学
校
へ
展
開
の
た

め
新
た
な
江
津
方
式
の
導

入
を
。

■答
　

教
育
委
員
会
や
県
と

連
携
を
と
り
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
等
の
人
材
育
成
を
図

り
な
が
ら
事
業
を
進
め

る
。
ま
た
、
子
育
て
支
援

の
経
験
や
多
彩
な
人
材
を

有
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
へ

の
事
業
委
託
な
ど
、
人
材

育
成
を
含
め
た
新
た
な
方

式
の
導
入
を
検
討
し
な
が

ら
江
津
「
赤
ち
ゃ
ん
登
校

日
」事
業
を
推
進
し
た
い
。

□問
　
　

財
政
状
況
に
つ
い
て

県
内
比
較
と
人
口
減
少
に

伴
う
交
付
額
へ
の
影
響

は
。■答

　

経
常
収
支
比
率
は
県

内
で
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
で
、

人
口
減
少
の
影
響
は
約

２
億
円
程
度
あ
る
。ま
た
、

合
併
特
例
加
算
が
27
年
度

以
降
５
年
間
毎
年
１
億
円

ず
つ
減
っ
て
行
く
こ
と
に

な
る
。

　

さ
ら
に
、
27
年
度
に
次

回
の
国
勢
調
査
が
あ
り
、

地
方
交
付
税
の
状
況
は
厳

し
い
も
の
と
な
る
。

□問
　
　

駅
前
開
発
な
ど
、
今

後
取
り
組
む
事
業
と
財
政

推
計
は
。

■答
　

推
計
で
は
計
画
に
あ

る
ほ
と
ん
ど
の
事
業
を
積

算
し
て
あ
る
が
、
交
付
税

の
減
な
ど
を
考
え
る
と
規

模
や
内
容
を
絞
り
込
む
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
維
持

管
理
費
に
つ
い
て
は
推
計

に
上
げ
て
い
な
い
の
で
、

上
乗
せ
に
な
る
と
数
年
で

財
政
調
整
基
金
が
枯
渇
す

る
。
経
常
的
経
費
等
削
減

し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

□問
　
　

西
部
地
区
統
合
小
学

校
の
財
政
推
計
は
。

■答
　

西
部
地
区
統
合
小
学

校
は
推
計
に
は
入
れ
て
い

な
い
。

　

統
合
の
方
針
が
決
定
す

る
と
多
額
の
財
源
が
必
要

な
た
め
、
事
業
の
取
捨
選

択
を
行
う
。

赤ちゃん登校日の
継続を

市長／事業を推進

子
育
支
援

財政状況

将
来
の
財
政
推
計
は

市
長
／
取
捨
選
択
を
行
う

田中直文

藤田　厚

津宮小学校での赤ちゃん登校日授業

解体工事が進む旧モア

７ 一般質問



市議会だより 平成 24 年２月１日

□問
　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
特
別
措
置
法
が
24
年

７
月
施
行
さ
れ
る
。
本
市

の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の

予
定
は
。
ま
た
、
太
陽
光

発
電
の
補
助
制
度
の
考
え

は
。■答

　

風
力
発
電
に
つ
い
て

は
現
在
20
基
で
稼
動
し
て

い
る
。
風
力
に
つ
い
て
の

新
規
増
を
展
開
し
て
い

る
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電

に
対
す
る
補
助
制
度
は
、

赤
瓦
利
用
促
進
助
成
事
業

を
展
開
し
て
い
る
の
で
制

度
に
つ
い
て
の
国
の
動

向
、
更
に
は
本
市
の
財
政

状
況
を
勘
案
す
る
中
で
、

引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

□問
　
　

小
水
力
発
電
及
び
バ

イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に

つ
い
て
は
、
特
別
措
置
法

に
よ
り
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
市
に
こ
れ
ら
の
開
発
の

考
え
は
。

■答
　

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
が
定
ま
ら
な
い
状
況

下
、
小
水
力
は
動
向
を
見

極
め
検
討
す
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
は
、

風
の
国
や
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
大
き
な
利
益
を
上

げ
て
い
る
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、
今
年
半
年
で
８
百
万

余
の
売
電
利
益
が
あ
り
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

化
石
燃
料
の
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
活
用
を
推
進

し
た
い
。

□問
　
　

行
政
運
営
の
効
率
化

を
。■答

　

事
務
事
業
評
価
制
度

の
予
算
へ
の
系
統
化
を
掲

げ
て
お
り
、
平
成
24
年
度

か
ら
実
施
す
る
予
定
。
ま

た
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
拡

充
、
行
政
業
務
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
化
に
加
え
利

用
頻
度
が
少
な
く
、
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
の
見
直

し
、
小
学
校
の
再
編
整
備

等
を
行
い
た
い
。

□問
　
　

財
政
運
営
の
更
な
る

改
革
を
。

■答
　

行
政
の
透
明
性
を
高

め
る
た
め
、
財
務
４
表
の

基
準
モ
デ
ル
へ
の
移
行
、

収
入
未
済
対
策
の
強
化
施

設
等
へ
の
有
料
広
告
の
掲

載
、
人
件
費
の
抑
制
、
事

務
的
経
費
の
節
減
等
を
行

い
、
改
革
に
取
り
組
む
。

□問
　
　

組
織
・
機
構
の
改
革
、

信
頼
に
応
え
る
職
員
づ
く

り
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

行財政改革

更
な
る
改
革
を

市
長
／
改
革
に
取
り
組
む

藤間義明

補助制度の考えは

市長／検討する

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

盆子原民生

く
り
を
。

■答
　

定
員
管
理
計
画
に
基

づ
い
た
全
庁
的
な
職
員
配

置
の
見
直
し
、「
江
津
市

人
材
基
本
方
針
」の
推
進
、

市
民
参
画
に
よ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
市

政
へ
の
信
頼
の
確
保
、
市

民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
拡
充
を
行
う
。

注目を集める新エネルギー

人 口
面 積
標準財政規模

26,242
268.51

8,038,527

人(H22.3.31現在)
ｋ㎡
千円

歳 入 総 額
歳 出 総 額
実 質 収 支

17,113,274
16,881,460
171,783

千円
千円
千円

市町村財政比較分析表（平成21年度普通会計決算）

40以下

60

80

100

120

140以上
財政力

将来負担の状況

公債費負担の状況

江津市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率を表で表した。

類似団体平均

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の 
状況

給与水準
（国との比較）

定員管理の状況

８一般質問



市議会だより平成 24 年２月１日

森脇悦朗

地震と津波を想定した防災訓練

教育施策

一
貫
教
育
念
頭
に

　
　
　
　
　
　

再
編
を

教
育
長
／
近
く
な
ら
効
果
が
あ
る

□問
　
　

地
震
と
津
波
を
想
定

し
、
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

ゾ
ー
ン
を
対
象
に
防
災
訓

練
を
実
施
し
た
が
、
市
内

沿
岸
部
全
域
の
津
波
防
災

訓
練
を
早
期
に
行
う
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

■答
　

訓
練
の
目
的
を
人
命

第
一
と
し
、
迅
速
な
避
難

が
で
き
大
変
有
意
義
だ
っ

た
。
各
地
域
に
お
い
て

は
、
多
く
の
方
が
参
加

し
、
様
々
な
場
面
を
想
定

し
て
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
自
治
会
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
進
め
る
。

□問
　
　

全
市
民
へ
の
防
災
啓

発
を
含
め
、
防
災
マ
ッ
プ

の
全
戸
配
布
を
。
ま
た
、

防
災
メ
ー
ル
の
配
信
へ
の

整
備
状
況
は
。

■答
　

沿
岸
地
域
に
居
住
し

て
い
る
市
民
に
配
布
す

る
。
市
内
各
事
業
所
や
学

校
へ
も
配
布
予
定
。ま
た
、

全
戸
配
布
と
の
意
見
を
参

考
に
し
た
い
。
県
の
「
し

ま
ね
メ
ー
ル
」と
連
動
し
、

気
象
台
や
県
が
発
す
る
気

象
警
報
・
水
防
情
報
・
土

砂
災
害
情
報
等
に
、
市
が

発
す
る
避
難
勧
告
や
ダ
ム

情
報
・
防
犯
情
報
な
ど
追

加
し
て
早
期
に
運
用
す

る
。

□問
　
　

学
校
再
編
の
説
明
内

容
は
、
児
童
数
の
減
少
・

老
朽
化
・
財
政
面
で
の
メ

リ
ッ
ト
の
話
が
多
い
。
小

中
一
貫
教
育
を
念
頭
に
教

育
効
果
の
説
明
を
す
べ
き

で
は
。

■答
　

本
市
の
財
政
状
況
で

は
、
川
波
・
津
宮
小
の
２

校
を
新
校
舎
に
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
何
と
か
西
部

の
小
学
校
を
１
つ
に
再
編

し
た
い
。
小
中
連
携
教
育

を
行
っ
て
い
る
本
市
で

は
、
一
貫
に
近
い
形
で
統

合
す
れ
ば
効
果
が
あ
る
と

思
う
。
新
校
舎
は
青
陵
中

に
限
り
な
く
近
い
所
へ
と

の
説
明
は
し
て
い
る
が
、

場
所
は
限
定
し
て
い
な

い
。□問

　
　

分
離
型
の
小
中
一
貫

教
育
と
し
て
学
校
支
援
地

域
本
部
事
業
が
あ
る
。

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
配
置
状
況
、
活
動
内
容

は
。

■答
　

市
内
全
小
・
中
学
校

に
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
地
域

と
学
校
の
パ
イ
プ
役
と

な
っ
て
い
る
。
22
年
度

実
績
で
延
べ
５
０
０
事

業
、
男
性
８
５
９
人
、
女

性
１
、
１
９
３
人
の
方
に

登
下
校
安
全
指
導
・
学
習

支
援
活
動
・
環
境
整
備
・

部
活
動
指
導
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

避難訓練と
　　マップ配布を

市長　／早期に対応

防
災
行
政

石橋孝義

一体型小中一貫校（松江市立八束学園）の視察

９ 一般質問



市議会だより 平成 24 年２月１日

コミュニティーセミナー（黒松公民館）

□問
　
　

本
市
の
目
指
す
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
事
業
の

考
え
は
。

■答
　

地
域
住
民
が
主
体
性

を
持
っ
て
地
域
を
守
り
育

て
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

公
民
館
、
自
治
会
、
各
種

団
体
が
連
携
し
た
新
た
な

住
民
自
治
組
織
が
地
域
の

課
題
や
地
域
づ
く
り
を
目

指
す
も
の
で
、
将
来
的
に

は
、
住
民
自
治
組
織
が
公

民
館
機
能
も
合
わ
せ
持
っ

た
組
織
に
し
た
い
。

□問
　
　

市
内
各
地
区
の
実
施

状
況
は
。

■答
　

現
在
２
地
区
が
実
践

事
業
を
実
施
、
10
地
区
に

お
い
て
組
織
づ
く
り
の
検

討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

□問
　
　

全
市
的
な
展
開
が
成

さ
れ
な
い
原
因
は
、
市
民

の
理
解
が
不
十
分
と
思
わ

れ
る
。
市
民
に
対
し
十
分

な
説
明
を
。

■答
　

市
民
の
理
解
が
不
十

分
な
の
は
認
識
し
て
い

る
。現
在
は
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
係
る
担
当
者

を
配
置
し
推
進
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
情
報
交

換
会
や
研
修
会
等
を
開
催

し
て
情
報
、
状
況
の
共
有

化
を
図
り
活
動
を
促
進
す

る
。

□問
　
　

渡
津
小
の
ふ
る
さ
と

教
育
な
ど
、
地
域
に
学
校

が
あ
る
こ
と
で
学
べ
る
も

の
も
あ
る
。
統
廃
合
で
そ

れ
が
失
わ
れ
る
の
で
は
。

■答
　

学
校
運
営
は
地
域
と

の
連
携
で
成
り
立
つ
。
し

か
し
、
よ
り
良
い
教
育
環

境
の
提
供
が
優
先
さ
れ

る
。
統
合
し
て
も
、
ふ
る

さ
と
教
育
は
地
域
の
取
り

組
み
の
中
で
や
っ
て
い
け

る
と
考
え
る
。

□問
　
　

統
廃
合
計
画
を
立
て

る
に
あ
た
っ
て
、
教
育
現

場
で
直
接
子
ど
も
と
か
か

わ
る
先
生
の
意
見
を
聞
い

た
こ
と
は
。

■答
　

統
合
計
画
は
学
校
の

設
置
者
で
あ
る
本
市
が
考

え
る
も
の
で
あ
り
、
現
場

の
先
生
は
設
置
さ
れ
た
学

校
で
能
力
を
発
揮
す
べ
き

も
の
と
考
え
、
意
見
は
聞

い
て
い
な
い
。

□問
　
　

統
廃
合
に
つ
い
て
地

域
の
意
見
を
聞
く
た
め
説

明
会
を
行
っ
て
い
る
が
、

仮
に
保
護
者
会
が
賛
成
、

地
域
が
反
対
の
場
合
は
。

■答
　

教
育
長
が
説
明
会
で

述
べ
て
い
る
が
、保
護
者
・

地
域
の
意
見
を
無
視
し
て

統
合
を
進
め
る
こ
と
は
な

い
。□問

　
　

計
画
を
市
民
に
説
明

す
る
用
意
は
。

■答
　

要
望
が
あ
れ
ば
、
出

向
い
て
説
明
す
る
。

市民に十分な説明を

市長／担当者を配置

自
治
組
織

島田修二

多田伸治

学校再編

地
域
が
反
対
の
場
合
は

教
育
長
／
地
域
を
無
視
し
な
い

統合計画に含まれる川波小学校

10一般質問
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市議会だより平成 24 年２月１日

□問
　
　

以
前
質
問
し
た
被
災

者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
充
実

を
。
そ
の
後
の
検
討
状
況

は
。
ま
た
、
自
治
体
ク
ラ

ウ
ド
を
県
市
町
村
振
興
協

議
会
で
の
状
況
は
。

■答
　

被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
は
、
リ
ナ
ッ
ク
ス
サ
ー

バ
ー
の
構
築
が
必
要
で
あ

り
、
導
入
経
費
が
90
万
程

度
か
か
る
。

パ
ソ
コ
ン
１
台
で
の
運
用

か
ら
、
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

上
で
管
理
す
る
方
法
も
あ

り
、
導
入
方
法
に
つ
い
て

検
討
中
。

　

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
つ

い
て
は
、
県
の
振
興
協
議

会
で
事
務
共
同
化
の
検
討

の
中
で
課
題
の
整
理
を
し

て
い
る
。

□問
　
　

超
高
齢
化
社
会
に
向

け
て
、
認
知
症
患
者
や
障

害
者
の
資
産
や
権
利
を
守

る
た
め
の
、
成
年
後
見
制

度
の
利
用
状
況
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

■答
　

成
年
後
見
制
度
に
お

い
て
、
親
族
等
に
よ
る
申

し
立
て
が
困
難
な
場
合
に

市
長
申
し
立
て
の
審
判

や
、
第
三
者
が
後
見
人
と

な
る
場
合
に
そ
の
費
用
を

助
成
す
る
制
度
。

　

平
成
21
年
度
０
件
。
22

年
度
３
件
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
高
齢
化
が
進

み
、
認
知
症
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
中
で
、
極
め
て

重
要
な
制
度
と
考
え
、
法

定
後
見
制
度
・
任
意
後
見

制
度
と
と
も
に
一
層
啓
発

し
て
い
く
。

□問
　
　

複
合
施
設
に
図
書
館

機
能
を
含
め
な
い
方
針
が

示
さ
れ
た
が
、
集
客
や
経

済
効
果
の
な
い
箱
物
行
政

に
な
ら
な
い
か
。
施
設
の

計
画
内
容
は
。

■答
　

地
元
協
議
会
、
商
工

会
議
所
に
も
理
解
い
た
だ

い
た
。
図
書
館
に
か
わ
る

集
客
施
設
に
つ
い
て
は
、

庁
内
に
部
課
長
で
検
討
委

員
会
を
設
置
し
た
。
賑
わ

い
の
創
出
は
民
間
活
力
も

不
可
欠
で
あ
り
、
基
本
計

画
に
反
映
し
て
い
く
。
図

書
館
は
中
期
財
政
計
画
の

な
か
で
早
期
に
建
設
で
き

る
よ
う
努
力
す
る
。

□問
　
　

江
津
市
保
健
福
祉
総

合
計
画
の
目
標
指
標
の
達

成
見
込
み
は
。
医
療
費

の
削
減
に
つ
な
が
る
計
画

と
、
や
り
き
る
取
り
組
み

を
。■答

　

目
標
指
標
に
達
成
し

て
い
な
い
も
の
も
あ
る
。

　

ま
た
、
が
ん
で
の
死
亡

は
増
加
し
て
お
り
、
未
受

診
者
が
多
い
の
が
原
因
。

検
査
を
受
け
や
す
い
日

時
、
時
間
帯
を
設
定
し
て

受
診
率
が
向
上
し
た
も
の

も
あ
る
。

　

更
な
る
創
意
工
夫
と
地

域
の
健
康
づ
く
り
推
進
団

体
等
と
の
連
携
を
図
っ
て

い
く
。

防災システム充実を

市長／推進する

防
災
対
策

永岡静馬

山本　誉

駅前再開発

複
合
施
設
の

　
　
　

計
画
内
容
は

市
長
／
図
書
館
を
含
め
ず
検
討

総務文教委員会で視察した佐賀県武雄市図書館

自治体クラウド

地方自治体の情報システムをデータセンターに集

約し、市町村がそれを共同で利用できる環境。

自治体がサーバーなどのＩＴ機器を所有するので

はなく、共同で各市町村が手がける、業務に必要な

ＩＴ機器を複数の市町村で共同利用するので、厳し

い財政状況に直面している自治体には利点がある。

リナックスサーバー

安価に改良されたコンピューターシステム全体を

管理するソフトウェアの一種で、ファイルやデータ

のやり取りを行う機器。

11 一般質問



市議会だより 平成 24 年２月１日

園庭で遊ぶ園児（江津幼稚園）

□問
　
　

国
と
県
の
学
力
調
査

で
は
、
市
内
の
小
学
生
は

平
均
よ
り
低
い
傾
向
が
あ

る
が
考
え
は
。

■答
　

中
学
３
年
生
で
は
全

て
で
県
平
均
を
上
回
っ
て

い
る
。
小
学
校
就
学
か
ら

の
学
習
の
積
み
重
ね
に
よ

る
成
果
と
、
平
成
21
年
か

ら
配
置
し
て
い
る
学
力
向

上
支
援
員
に
よ
る
も
の
で

今
後
も
継
続
す
る
。
ま
た

家
庭
教
育
の
環
境
整
備
も

重
要
と
考
え
て
い
る
。

□問
　
　

文
科
省
の
学
力
調
査

の
結
果
で
は
、
幼
稚
園
・

保
育
園
・
ど
ち
ら
も
通
っ

て
い
な
か
っ
た
順
に
正
答

率
が
高
い
傾
向
が
あ
る
。

ま
た
保
育
に
は
非
常
に

ニ
ー
ズ
が
あ
る
。
保
育
園

で
の
教
育
と
幼
稚
園
の
保

育
充
実
を
。

■答
　

次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
で
は
、
認
定
こ
ど

も
園
も
視
野
に
入
れ
た
保

育
環
境
の
充
実
を
進
め
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
国
が

推
進
す
る
「
子
ど
も
・
子

育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
の
中

で
、
幼
保
一
元
化
の
総
合

施
設
の
創
設
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
た
が
、
未
だ
不
明

瞭
な
部
分
が
多
く
、
公
布

施
行
が
大
幅
に
遅
れ
て
い

る
。
今
後
の
国
の
動
向
や

財
政
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
行
う
。

市民に十分な説明を

教育長／認定こども園で

学
校
教
育

山根兼三郎

関 係 機 関 へ 意 見 書 を 提 出

■地方における社会資本整備の促進を求める意見書

（要約）

安心して快適に暮らし、社会経済活動を継続して

いくためには、社会資本整備は必要不可欠であるの

で、次の事項を強く要望する。

１．それぞれの地域が抱えている課題に対応するた

めにも、社会資本整備総合交付金の拡大を図る

こと。

２．特に整備が遅れている山陰道は予算を特別枠で

確保するとともに、未着手区間（温泉津～江津間）

については、早期都市計画決定手続きを行い速

やかに事業化を図ること。また、遅れている江

の川の治水整備を進め、流域住民の生命と財産

を守り、地域の安全・安心を早期に実現すること。

３．大規模災害に備え、国の責任において広域的か

つ一元的な危機管理体制を確保するためにも、

国の出先機関を存続するとともに、さらなる充

実・拡充を図ること。

平成 23 年 12 月７日　江津市議会　

■３種ワクチン接種及び定期予防接種の制度確

立を求める意見書

（要約）

国におかれては、予防接種事業の更なる充実強

化を図るため次の事項について、万全の措置を講

じられるよう強く要望する。

１．子宮頸がん、インフルエンザ菌ｂ型（Ｈｉｂ）

及び小児用肺炎球菌ワクチン等、ＷＨＯが推

奨する予防接種について、早期に定期接種と

して位置付け、それまでの間は、緊急促進事

業を継続すること。

２．高齢者への肺炎球菌ワクチンの接種について

も、インフルエンザワクチンと同様、早期に

定期接種として位置付けること。

３．自治体の公費助成や法定接種化に伴う費用負

担が急激に増加することが予想されること

から、国において、自治体負担の軽減のため

の十分な財政支援策を講じること。

平成 23 年 12 月 22 日　江津市議会　

12一般質問・意見書



市議会だより平成 24 年２月１日

松
江
市
　

島
根
原
子
力
発

電
所
・
原
子
力
館

「
原
子
力
防
災
に
つ
い
て
」

原
子
力
館
に
お
い
て
ス

ラ
イ
ド
に
よ
る
仕
組
み
・

安
全
管
理
・
津
波
を
想
定

し
た
新
た
な
対
策
を
館
長

よ
り
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
物
大
の
原
子
炉
の
模

型
を
見
学
し
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
の
中
か
ら
発
電
所
の

様
子
や
津
波
対
策
工
事
の

現
場
・
仮
設
発
電
機
を
見

学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
で
は
24
時
間
休

み
な
く
教
育
訓
練
が
行
わ

れ
、
開
示
で
き
る
情
報
は

す
べ
て
説
明
い
た
だ
き
安

全
に
運
営
さ
れ
て
い
る
と

実
感
し
ま
し
た
。

松
江
市
　

八
束
学
園
・
第

四
中
学
校

「
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
」

八
束
学
園
は
、
小
中
が

同
一
敷
地
・
校
舎
、
職
員

室
は
小
中
で
１
箇
所
、
学

年
を
４
・
３
・
２
制
と
し
、

前
期
（
定
着
期
）
中
期

（
活
用
期
）
後
期
（
発
展

期
）
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

た
正
に
一
体
型
の
小
中
一

貫
の
手
本
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

第
四
中
学
校
で
は
校
区

内
の
小
学
校
が
２
校
あ

り
、
距
離
の
離
れ
た
中
で

の
連
携
は
、
時
間
的
ロ
ス

や
職
員
に
負
担
が
あ
る
た

め
、
別
な
職
員
の
補
充
が

不
可
欠
と
現
場
な
ら
で
は

の
話
が
聞
け
ま
し
た
。

松
江
市
で
は
全
校
で
教

育
委
員
会
主
導
に
よ
り
、

一
貫
教
育
に
取
り
組
み
、

特
に
現
場
の
声
を
取
り
汲

み
上
げ
る
こ
と
が
大
事

で
、
教
育
効
果
を
上
げ
る

た
め
に
は
、
本
市
で
も
真

剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

参
加
議
員
の
感
想

　
　

（
報
告
書
か
ら
抜
粋
）

多
田
　

伸
治

　

基
調
講
演
で
の
地
方
議

会
の
オ
ー
ル
与
党
体
制
批

判
は
も
っ
と
も
で
、
全
て

の
議
員
・
会
派
が
野
党
的

立
場
で
、
首
長
の
施
策
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
当
た
り
前

の
議
会
が
必
要
。

横
田
　

省
吾

議
会
報
告
会
等
に
よ

り
、
市
民
の
声
を
吸
い
上

げ
て
行
政
に
反
映
し
て
い

く
議
会
改
革
を
進
め
る
べ

き
と
感
じ
た
。

藤
間
　

義
明

報
告
の
あ
っ
た
市
議
会

の
す
べ
て
に
お
い
て
、
市

民
と
何
度
も
議
論
を
重
ね

対
話
し
て
い
る
こ
と
に
感

動
し
、
議
会
基
本
条
例
の

作
成
、
議
会
報
告
会
の
必

要
性
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。

島
田
　

修
二

議
会
不
信
に
つ
い
て
、

不
信
の
連
鎖
か
ら
抜
け
出

す
た
め
に
「
代
理
人
と
し

て
の
議
会
」
か
ら
「
広
場

と
し
て
の
議
会
」
へ
の
移

行
が
必
要
と
い
う
こ
と
に

総
務
文
教
委
員
会

行
政
視
察
報
告

第
６
回
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
青
森

 

期
　
　

日
　

平
成
23
年
10
月
12
日（
水
）
13
日（
木
）

 

開
催
場
所
　

青
森
県
青
森
市
（
青
森
市
文
化
会
館
）

同
感
し
た
。

石
橋
　

孝
義

真
剣
に
議
会
改
革
を
行

う
た
め
、
何
を
行
い
、
そ

れ
を
実
の
あ
る
も
の
に
す

る
努
力
が
感
じ
ら
れ
た
。

本
市
議
会
も
当
た
り
前
の

問
題
点
解
決
の
手
法
を
多

く
の
議
論
の
も
と
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。

盆
子
原
民
生

基
調
講
演
を
聞
き
、
地

方
分
権
と
は
地
域
の
議
会

で
決
定
し
、
あ
ら
ゆ
る
面

に
お
い
て
も
決
定
過
程
を

公
開
し
、
本
当
の
意
味
で

の
開
か
れ
た
議
会
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
た
。

河
野
　

正
行

本
来
、
市
政
運
営
は
市

長
と
議
会
の
二
元
代
表
制

の
下
で
行
わ
れ
る
べ
き

で
、
お
互
い
が
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
あ
る
。
今
後

議
会
と
し
て
市
民
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
行
司
役
に

徹
す
る
こ
と
が
必
要
と
感

じ
た
。

藤
田
　

厚

基
調
講
演
を
聞
き
、
非

常
時
こ
そ
議
員
も
で
し
ゃ

ば
り
過
ぎ
る
役
割
を
果
た

す
べ
き
で
あ
り
、
平
常
時

は
難
し
い
地
域
課
題
を
集

約
し
、
住
民
へ
の
公
開
、

地
域
へ
出
向
き
膝
を
つ
き

あ
わ
せ
、
首
長
サ
イ
ド
の

や
り
方
と
競
争
す
る
ぐ
ら

い
や
っ
て
い
く
べ
き
と
感

じ
た
。

田
中
　

直
文

本
議
会
に
お
い
て
今
取

り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な

い
課
題
は
、
住
民
に
開
か

れ
、
住
民
と
歩
む
議
会
を

目
指
す
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起

こ
す
こ
と
が
必
要
と
思
う
。

山
本
　

誉

本
議
会
も
議
会
改
革
を

進
め
、
決
し
て
他
市
に
も

劣
ら
な
い
開
か
れ
た
議
会

で
あ
る
と
思
う
。「
条
例
」

と
し
て「
市
民
と
の
約
束
」

を
み
ず
か
ら
定
め
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
市
民
と
向
き

合
う
こ
と
が
で
き
る
と
思

う
。

 

委
員
長 
石

橋

孝

義

平
成
23
年
11
月
10
・
11
日

　

全
国
か
ら
２
４
０
０
名
の
市
議
が
結
集
し
、
本
市
議

会
か
ら
も
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
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災
害
危
機
管
理
と

　
　
　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会

　

３
月
１
日（
木
）
か
ら

　

３
月
19
日（
木
）
ま
で
の

予
定
で
す
。

○
請
願
・
陳
情
の

　
　
　

受
付
に
つ
い
て

　

請
願
書
及
び
陳
情
書
の

受
付
は
、
本
会
議
初
日
の

８
日
前
の
午
前
中
ま
で
で

す
。

〔
例
〕

　

３
月
定
例
会
で
、
本
会

議
初
日
が
３
月
１
日
の
場

合
『
２
月
22
日
の
午
前
中

ま
で
』
と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
過
ぎ
ま
す
と
、

次
定
例
会
（
６
月
定
例

　

議　

長　

土
井　

正
人

　

委
員
長　

森
脇　

悦
朗

　

副
委
員
長　

島
田　

修
二

　

委　

員　

多
田　

伸
治

　

委　

員　

横
田　

省
吾

　

委　

員　

藤
田　
　

厚

　

委　

員　

河
野　

正
行

○
次
回
定
例
会
日
程

お
知
ら
せ

編
集
・
発
行
責
任
者

議
会
広
報
・

　

情
報
公
開
対
策

　
　
　

特
別
委
員
会

編　

集　

後　

記

未来エネルギーの講演を行う高畑一也教授

災
害
危
機
管
理
と
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
講
演
会
を
平
成

23
年
11
月
２
日
江
津
商
工

会
議
所
で
行
い
ま
し
た
。

東
北
大
震
災
の
あ
と
、
原

子
力
発
電
に
関
す
る
問

題
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
議
論
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。地

方
議
員
と
し
て
、
自

治
体
の
危
機
管
理
や
防
災

行
政
の
再
構
築
等
に
つ
い

て
見
識
を
深
め
、
研
さ
ん

を
更
に
積
む
こ
と
が
必
要

な
こ
と
か
ら
江
津
市
議
会

主
催
で
開
催
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
研
修
を
行

トピッ
クス

い
ま
し
た
。

第
一
部
に
つ
い
て
は
、

県
の
大
國
羊
一
危
機
管
理

監
か
ら
講
演
を
頂
き
「
甘

く
見
な
い
で
、
空
振
り
で

も
い
い
か
ら
、
ま
ず
逃
げ

ろ
。」「
被
災
し
た
地
域
だ

け
で
な
く
、
周
辺
地
域
へ

ど
う
や
っ
て
い
ち
早
く
情

報
を
伝
え
て
い
く
か
が
、

行
政
の
役
割
で
あ
り
、
大

勢
の
命
を
救
う
カ
ギ
と
な

る
。」
な
ど
の
話
が
あ
り

ま
し
た
。

第
二
部
は
、
岐
阜
県
土

岐
市
に
あ
る
核
融
合
科
学

研
究
所
高
畑
一
也
教
授
か

ら
、
海
水
か
ら
作
る
未
来

の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

「
石
炭
や
石
油
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
が
今
世

紀
末
に
は
枯
渇
し
、
原
発

に
よ
る
電
力
の
供
給
に
疑

義
が
出
て
い
る
中
、
無
尽

蔵
に
あ
る
海
水
を
燃
料
と

し
て
作
る
核
融
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
研
究
を
し
て
い
ま

す
。
核
融
合
に
よ
る
発
電

は
安
心
安
全
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
ゼ
ロ
の
『
究
極
の
未
来

エ
ネ
ル
ギ
ー
』
で
す
。
子

ど
も
や
孫
に
豊
か
な
社
会

を
受
け
渡
す
た
め
に
、
環

境
に
負
担
を
か
け
な
い
新

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
必

要
で
す
。
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

会
場
に
は
約
150
名
の
参

加
者
の
内
、
60
数
名
が
高

校
生
で
し
た
が
、
質
疑
応

答
で
は
、
次
々
と
手
が
上

が
り
、
最
後
の
お
礼
の
拍

手
も
、
い
つ
終
わ
る
の
か

と
思
う
ほ
ど
鳴
り
や
み
ま

せ
ん
で
し
た
。
講
演
会
が

終
わ
り
、
控
室
に
帰
ら
れ

て
も
質
問
し
た
い
十
数
名

の
生
徒
が
先
生
を
取
り
囲

み
、
熱
心
に
質
問
を
し
て

い
ま
し
た
。

講演会に多くの高校生が参加

景
気
低
迷
・
政
治
迷
走

の
中
、
平
成
24
年
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
正
月
に
地

元
の
お
宮
へ
初
詣
に
行
き

お
み
く
じ
を
引
き
ま
し
た
。

す
る
と
私
は
「
末
吉
」
妻

は
「
大
吉
」
。
２
日
後
別

の
お
宮
に
行
く
機
会
が
あ

り
再
挑
戦
し
た
と
こ
ろ
見

事
？
「
大
吉
」
を
引
き
当

て
ま
し
た
。
地
震
と
津
波
・

原
発
事
故
・
台
風
の
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
昨
年
を
思

い
な
が
ら
、
平
穏
な
１
年

と
な
る
こ
と
を
願
い
幸
せ

な
気
分
と
な
っ
た
初
詣
で

し
た
。　
　
　

（
森
脇
悦
朗
）

お
詫
び

<

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
ご

覧
に
な
っ
た
皆
さ
ん
へ>

　

本
会
議
の
一
般
質
問

に
お
い
て
、
一
部
の
議

員
に
お
い
て
不
適
切
な

発
言
が
あ
り
、
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
な
い
よ
う
努
め
て

参
り
ま
す
。

会
）
に
付
託
・
審
議
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市議会だより 平成 24 年２月１日 14トピックス・編集後記


